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屑
の
有
様
等
を
注
意
深
く
観
察
せ
る
も
特
別
の
結
果
を
認
め
得
ざ
り
き
。
殊
に
狸
紅
熱
以
外
の
溶
連
菌
性

ア
ン
ギ
ー
ナ
の

咽
頭
痛
甚
し
き
も
の
に
封
し
て
は

鎭
痛
作
用
も
充
分
な
ら
す
。

本
法
を
施
せ
る
も
の
に
於
け

る
合
併
症
の
關
係
を
み
る
に
、
六
名
八
例
に
て
第
七
五
表

の
如
く
、
特
に
狸
紅
熱
の

一
般
合
併
症
を
減
じ

得
た
の
、こ
は

言
ひ
得

す
。

ア
ン
チ
ヴ
ィ
ー

ル
ス
を
實
際
に
使
用
し
見
る
に
、
之
を
製
造
す
る
に
用
ひ
た
る
菌
株
に
よ
る
相
異
を
認
め
得
す
。
ア
ン
チ
ヴ

ィ
ー
ル
ス
製
作
過
程
に
於
け
る

加
熱
操
作
の
有
無
も
亦
大
な
る
影
響
な
し
。

中
村
株

ア
ン
チ
ヴ

ィ
ー
ル
ス
を
五
〇
〇
倍
に
稀
繹
し
た
る
も
の
○
・
一
竓
は
豊
島
病
院
に
於
て
デ

ィ
ツ
ク
反
應
用
ご
し
て
使
用
す
る
N
Y
.5
株
精
製

毒

液

素

(
一
〇
〇
〇
倍
稀
繹
液
○
・
一
竓
)
ご
同
程
度
の
皮
膚
發
赤
を
呈
し
、
又
此
の
稀
繹

ア
ン
チ
ヴ
ィ
ー
ル
ス
は
狸
紅
熱
恢
復
期
患
者
血
清
に
よ
の
中
和
せ
ら
る
、
部
ち

ア
ン
チ
ヴ
ィ
ー
ル
ス
中
に
は
所
謂
非
精
製
デ
ィ
ツ
ク
毒
素
の
含
有
あ
る
を
知
る
。

尚

一
例
十
六
歳
の
女
子

(高
橋

某
)
に
て
ア
ン
チ
ヴ
ィ
ー

ル
ス
塗
布
を
五
週
間
行
ひ
、
或
は
扁
桃
腺
々
窩
内

に
プ

ロ
ン
ト
ジ

ル
S
五
竓
を

二
日
間
隔
に
て
數
囘

注
入
せ
る
も
咽
頭
溶
連
菌
容
易
に
減
少
せ
す
、
両
側
扁
桃
腺
摘
出
に
よ
り
て
始
め
て
菌
の
減
少
を
み
た
る
興
味
深
き
例
あ
り
た
り
。

猩
紅
熱
、
溶
血
性
連
鎖
状
球
菌
性

ア

ン
ギ
ナ
及
び
溶
血
性
連
鎖

状
球
菌
精
製
毒
素
接
種
例
に
於
け
る
血
液
像

の
關
係
に
就

て

第
二
編

溶
血
性
連
鎖
状
球
菌
性
ア
ン
ギ
ナ
患
者
の
血
液
像

應
慶
義
塾
大
學
醫
學
部
内
科
教
室
(主
任

西
野
教
授
)

東

京

市

立

豊

島

病

院
(院
長

内
田
博
士
)

醫

學
士

高

橋

昇

高
橋
=
猩
紅
熱
、
ア
ン
ギ
ナ
、
及
び
溶
連
菌
精
製
毒
素
接
種
例
に
於
け
る
血
液
像
の
開
係
に
就
て

四
八
三
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高
橋
駐
狸
紅
熱
、
ア
ン
ギ
ナ
、
及
び
溶
連
菌
精
製
毒
素
接
種
例
に
於
け
る
血
液
像
の
關
係
に
就
て

四
八
四
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績
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第
三
項

デ
ー
レ
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封
入
小
艦

第
四
項

エ
オ
ジ
ン
嗜
好
細
胞

第
五
項
鹽

基
性
嗜
好
細
胞

第
六
項

淋
巴
球

第
七
項

大
軍
核
細
胞
及
び
移
行
型

第
八
項

プ
ラ
ス
ぐ
細
胞
及
び
チ
ュ
ル
ク
氏
刺
戟
型

第
九
項

赤
血
球
及
び
血
色
素
量

第
四
章

総

括

第
五
章

結

論

第

一
章

緒

言

輩

純

性

ア

ン
ギ

ナ

は
便

宜

上

加

答

見

性

、

腺

窩

性

及

び
濾

胞
性

ア

ン
ギ

ナ

に

魑

別

せ

ら

れ

る
が

、

之

等

の
名

構

は

病

原
體

の
種

類

、
或

は

毒

性

の
張
弱

、

或

は
全

身

拉

に

局

所
組

織

の
抵

抗

如

何

等

に
由

つ
て

異

る

一
疾

患

の
病

像

の
時

期

的
攣

化

に
過

ぎ

な

い

こ
云

は

れ

て
居

る
。

其

の
病

原
菌

中

最

も

多

く

溶

血
性

連
鎖

歌

球

菌

(以

下
溶

連

菌

こ
構

す
)
が

謹

明

せ
ら

れ

る
。

醗

つ
て
ア

ン
ギ
ナ

の
血
液
像
た
見

る
に
、
白

血
病
或
は
悪
性
貧

血
病

の
所

見
た

呈
す

る
も
の
、
大
軍
核

細
胞
増
殖
性

ア

ン
ギ
ナ
及
び
穎

粒
細
胞
減
少

性
ア

ソ
ギ
ナ
等

が
あ

る
が
、

之
等
は

別
と

し
(

輩
純
性

ア
ン
ギ
ナ
血
液
像
に

就
て
は

小
宮
、
川

名
岡
、

山
崎
㈹
、

細
谷
(
4
1
)

、
Z
a
e
g
e
l
i
,

B
e
n
ne
c
ke
(
4
2
)

等

に
よ
れ
ば

一
般
に

初
期
白

血
球
増
加

た
來
し
、
病
勢

衰

ふ
る
に
從

つ
(
減
少
す

る
ビ
云
ふ
。
就
中
川
名
は

ア
ン
ギ

ナ
患
者
よ
り
分
一離

し
郭
溶
連

菌
た
用
び
て
實
験
的
に

ア

ン
ギ

ナ
に
罹
患
せ
し
め
、
初
期
白
血
球
増
加
た
謹
明
し
れ
。

又

ホ
ル
チ

ェ
ル
(
4
3
)

に
俵

れ
ば
ア

ン
ギ
ナ
患

者
五
○
例
の
登
病
第

一
日
白
血
球
平
均
は

一
一
、
三
九
〇
た

歎

へ
、
中
性
嗜
好
細
胞

の
増
加
、

比
較
的
淋
巴
球
減
少

の
外

エ
オ
ジ

ン
嗜

好
細
胞
減
少
す
と

。
R
o
l
l
y
は
軍
純
性

ア

ン
ギ
ナ
は
狸
紅
熱
に
比
し
血
液
像

の
攣
化
弱

く
、

且
持
績
短
い

ビ
云

ふ
。

斯

の
如

く
單
純
性

ア

ン
ギ
ナ
血
液
像
は
白
血
球

の
増
加
急
激
な
上
其

の
増
加
期
間
短

く
、

加
ふ
る
に

エ
オ
ジ
ン
嗜
好
細
胞

の
減
少
又
は
清
失
た
見
ろ
と
云
は
れ
、
こ

の
鮎
が
狸
紅

熱

ど
の
類
症
鑑
別
上
重
要
視
せ
ら
れ
て
居
る
。

而
し
て

T
h
o
rn
to
n
(
4
4
)

、

磯
野
(
4
5
)

、

泉
(
4
6
)

、
中
村
鰻

田
中
(
4
8
)

、
財
津
(
4
9
)

、
内
村
岡
等

に
よ
つ
て
報
告

せ
ら
れ
旗

無
疹
性
狸
紅

熱
ど

軍
純
性

ア

ン
ギ
ナ
ビ
は
咽
頭

病
攣

の
識
別
困
難
で

あ
る
。

無

疹
性

狸
紅

熱
血
液
像

に
就
て
N

a
e
ge
l
iは
白

血
球
は
増
加
す

る
が

エ
オ
ジ

ン
嗜
好
細
胞

の
増
加
た
認
め
な
い

定
云
び
、
竹
内
岡
は

エ
オ
ジ

ノ
フ
ィ
リ
ー
た
認
め
れ

一
例
た
報
告

し
、
岩
波
等
は
狸
紅
熱
無
疹
患
者
の
四
三
噂
三
%
に

エ
オ
ジ

ノ
フ
ィ
リ
ー
を
認
め
て
居

る
。
但
し
從
來
登
表

せ
ら
れ
衷

軍
純

性

ア
ン
ギ

ナ
の
血
液
像

は
登
病

初
期

の
検
索

が
行
な
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れ
れ
の
み
で
、
比
較
的
長
期
間
に
亘
り
、
経
過
に
從
つ
て
實
験
せ
ら
れ
た
報
告
が
乏
し
い
。

余
は
溶
連
菌
及
び
其
の
産
生
す
る
毒
素
に
由
つ
て
起
ろ
單
純
性
ア
ン
ギ
ナ
こ
定
型
的
狸
紅
熱
及
び
發

疹
を
件
は
ぬ
狸
紅
熱
ア
ン
ギ
ナ
の
血
液
像
攣
化
、
就
中

エ
オ
ジ
ン
嗜
好
細
胞
の
攣
化
に
差
異
あ
る
や
を
知
ら
ん
こ
欲
し
、
昭
和
十

一
年
十
月
初
旬
よ
り

同
十
三
年
四
月
迄
東
京
市
立
豊
島
病
院
に
於
て
診
定
し
た
溶

連
菌
性
ア
ン
ギ
ナ
患
者
の
血
液
像
を
、
罹
患
常
初
よ
の
経
過
に
從
つ
て
第
三
週
迄
観
察
せ
し
を
以
て
、
其
の
成
績
を
弦
に
報
告
し
大
方
諸
賢
の
御
批
判
を
乞
ふ

次
第
で
あ
る
。

第

二
章

實

験
材
料

及
び

方
法

材
料
は
昭
和
十

一年
十
月
初
旬
よ
り
同
十
三
年
四
月
迄
東
京
市
立
豊
島
病
院
に
於
て
診
定
し
、
且
扁
桃
腺
膿
汁
よ
り
溶
連
菌
た
純
培
養
状
に
謹
明
し
れ
腺
窩
性
及
び
濾
泡
性
ア
ン

ギ
ナ
の
中
、
扁
桃
腺
周
圏
膿
瘍
又
は
腎
炎
等
の
合
併
症
た
認
め
ぬ
一
六
例
を
選
ん
だ
。

一
六
例
の
性
別
は
男
子
四
例
、
女
子

一
二
例
で
あ
る
。
年
齢
は
十
五
歳
以
下
の
二
例
た
除

き
他
の
一
四
例
は
十
入
歳
よ
り
三
十
五
歳
迄
の
も
の
で
あ
る
。

採
血
は
第

一
〇
病
日
迄
毎
日
或
は
隔
日
、
其
の
後
第

一
四
病
日
及
び
第
二

一
病
日
、
早
期
空
腹
時
耳
朶
よ
り
探
血
し
、
血
色
素
量
、
赤
血
球
數
、
白
血
球
數
及
び
血
液
塗
抹
標
本

た
検
査
し
て
白
血
球
各
細
胞
の
百
分
率
た
定
め
、
且
各
細
胞
の
絶
封
値
た
算
出
し
れ
。
又
デ
ー
レ
氏
封
入
小
膿
は
中
性
嗜
好
細
胞
二
〇
〇
個
に
封
す
る
%
た
定
め
れ
。

採
血
方
法
及
び
検
査
方
法
は
前
編
狸
紅
熱
血
液
像
の
實
験
の
際
と
同
様
な
う
た
以
て
本
編
に
於
て
は
省
略
す
る
。

第

三

章

實

験

成
績

第

一
項

白
血
球
絡
藪

白
血
球
増
多
症
を
認
め
た

一
三
例

(八

二
・三
%
)
の
中
大
部
分
は

一
萬
乃
至
二
萬
の
間
を

往
來
す
る
が

特

に
著
明
の

一
例
は
二
六
、
七
〇
〇
に
達
し
た
。
白
血

球
増
加
持
績
期
間
は
第
三
病
日
迄

の
も
の
四
例
、
第
四
病
日
迄
の
も
の
三
例
で
過
牛
數
を
占
め
、
第
五
病
日
に
及
ぶ
も
の
が
四
例
あ
る
。

白
血
球
數

の
最
も
著
明
の
増
加
は
第
二
病
日
の
も
の
四
例
、
第
三
病
日
の
も
の
は
最
も
多
く
八
例
に
及
ぶ
。

次

に

一
六
例
の
白
血
球
數

を
病

日
別
に
見
る
に
第
二
病
日
平
均

一
四
、
一
〇
〇
で
最
も
増
加
し
、
第
三
病
日

一
三
、
一
〇
〇
、
第
四
病
日
九
、
九
〇
〇
で
明
瞭
に

白
血
球
増
加
を
認
め
第
五
病
日
よ
り
次
第
に
減
少
し
て
第
六
病
日
以
後
は
八
、
○
○
○
乃
至
七
、○
○
○
の
間
を
往
來
す
。

之
は
各
例
の
白
血
球
増
加
を
病
日

別
に
見
る
際
、
同
様
の
結
果
を
得

る
。
部
ち
、
第
二
病
日
よ
り
第
五
病
日
に

亘
り
、
白
血
球
数
増
加
を
呈
す
る
例
多
く
、
第
六
病
日
以
後
は
正
常
値
の
範
園

に
止
る
(第

二
表
)
。

第
二
項

中
性
嗜
好
細
胞

高
橋
=
狸
紅
熱
、
ア
ン
ギ
ナ
、
及
び
溶
連
菌
精
製
毒
素
接
種
例
に
於
け
ろ
血
液
像
の
關
係
に
就
て

四
八
五
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高
橋
=
狸
紅
熱
、

ア
ン
ギ
ナ
、
及
び
溶
連
菌
精
製
毒
素
接
種
例
に
於
け
る
血
液
像
の
關
係
に
就
て

四
八
六

第一表 アンギナ患者16例 の病日定白血球数増減との關係(但 し籔字は例敷)

第二表 アンギナ患者16例 の病 日と中性嗜好細胞檜減 との關係(但 し數学は例數)

中
性
嗜
好
細
胞
は
登
病
直
後
白
血
球
数
の
増
加
に
伴
つ

て
急
激
に
増
加
し
、
第
二
乃
至
第
三
病
日
最
高
値
に
達

す
る
も
の
が
多
い
(第
二
表
)
。
其
の
増
加
持
績
期
間
は

第
三
病
日
迄
の
も
の
五
例

(三

一
・五
%
)
、

第
四
病
日

迄

の
も
の
三
例
(
二
八
・八
%
)、
第
五
病
日
迄

の
も
の

五
例

(
三

・五
%
)
で
大
多
敷
は

第
五
乃
至
第
六
病
日

正
常
に
聾

る
。
本
細
胞
の
増
加
率
は
九
〇
%
以
上
の
増

加
を
示
す
も
の
僅
か
に
二
例
に
過
ぎ
す
、
其

の
他
は
八

〇
乃
至
六
〇
%
の
増
加
に
止
る
(第
三
表
)
。
次
に

一
六

例
の
本
細
胞
數
は
第
二
病
日
平
均
七
三
・
一
%
で

最

も

著
明
に
増
加

し
、第
三
病
日
七

一
・
一
%
、
第
四
病
日
以

後
減
少
し
て
五
〇
%
前
後
ご
な
る
。

核
形
推
移

第三表 アンギナ患者16例 中の

中性嗜好細胞増加例

中
性
嗜
好
細
胞
の
初

期
増
加
に
際
し
て
核

は
左
方
に
移
動
し
、

就
中
桿
歌
核
細
胞
の

三
〇
%
以
上
に
達
し

た
も
の
三
例
(
一
八
・

八
%
)
、
二
九
%
乃
至

一
一〇
%
の
も
の
六
例
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第四表 アンギナ患者16例 の病 日とエオジン嗜好細胞増減と の關係(但 し數字は例数)

(三
七
.五
%
)
を
認
め
牝
。
其

の
他

メ
タ
ミ
エ
ロ
チ
ー
テ
ン
の
出
現
し
た
七
例

(四
三
・四
%
)
中
の

一

例
に
ミ
エ
ロ
チ
ー
テ
ン
を
謹
明
し
た
。
之
等
の
核
形
推
移
は
中
性
嗜
好
細
胞
の
増
加
著
し
い
第
二
乃

至
第
三
病
日
最
も
著
明
に
し
て
中
性
嗜
好
細
胞

の
減
少
ご
共
に
恢
復
す
。

第
三
項

デ
ー
レ
氏
封
入
小
體

D
oh
l
eの
發
見
し
た
本
小
燈
は
狸
紅
熱
の
み
な
ら
す

加
答
見
性
ア
ン
ギ
ナ
血
中
白
血
球
の

原
形
質

中
に
も
發
見
せ
ら
れ
て
居
る
。
余

の
實
験
し
た
軍
純
性

ア
ン
ギ
ナ
に
於
て
も
本
小
體
は
中
性
嗜
好
細

胞
の
六
・
○
%
乃
至
二
・○
%
に
謹
明
し
、

第
二
病
日
三
例
(
一
八
・
八
%
)、

第
三
病
日
四
例
(二
五
・

○
%
)
に
即
ち
登
病
初
期
よ
り
極
期
に
亘
つ
て

出
現
し
た
。
此
の
中
五
例
は
第
四
病
日
に
清
失
し
た

が
其
の
他

の
者
も
第
六
病
日
以
後
は
謹
明
し
得
な
か
つ
た
。

第
四
項

エ
オ
ジ

ン
嗜
好
細
胞

輩
純
性
ア
ン
ギ
ナ
血
液
中
の
本
細
胞
は

狸
紅
熱
に
比
し
攣
化
輕
度
に
し
て

増
加
を
認

め
ぬ
こ
云
は

れ
、
両
者
の
類
症
鑑
別
上
重
要
視
せ
ら
れ
て
居

る
。

余

の
實
験
成
績
に
於
て
本
細
胞
は

第
二
病
日
減
少

す
る
も
の
多
く
、
第
三
乃
至
第
四
病
日
以
後
六
・

四
%
乃
至
八
.八
%
の
エ
オ
ジ
ノ
フ
ィ
リ
ー
を
認
め
た
も
の
七
例
(四
三
・
八
%
)
を
數

へ
、
第
四
乃
至

第
五
病
日
最
も
著
明
に
増
加
し
た
。
こ
の
中
第
一
五
例
は

一
一
・四
%
に
達
し
た
。

エ
オ
ジ
ノ
フ
ィ

リ
ー
の
持
績
は

一
日
間

の
も
の
三
例

(
一
八
・
八
%
)
、
三
乃
至
四
日
間
の
も
の
四
例

(二
五
・
○
%
)
で

本
細
胞
の
増
加
は
比
較
的
短
期
間
で
あ
る
。

一
般
に
本
症

の
エ
オ
ジ

ン
嗜
好
細
胞
は
發
病
初
期
減
少

す
る
三
云
は
れ
て
居
る
が
余
の
實
験
成
績
に
於
て
は

エ
オ
ジ
ノ
フ
ィ
リ
ー
を
呈
し
た
七
例
中
の
六
例

は
第
二
病
日
減
少
し
、
他
の

一
例
は
第
二
病
日
寧
ろ
増
加
を
來
た
し
た
。
又
恢
復
期
に
二
次
的

エ
オ

ジ
ノ
フ
ィ
リ
ー
を
示
し
た
も
の
は
第
二

一
病
日
輕
度

の
エ
ォ
ジ
ノ
フ
ィ
リ

ー
を
呈
し
牝

一
例
に
過
ぎ

す
。

高
橋
=
狸
紅
熱
、
ア
ン
ギ
ナ
、
及
び
溶
連
菌
精
製
毒
素
接
種
例
に
於
け
ろ
血
液
像
の
關
係
に
就
て

四
八
七
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高
橋
=
狸
紅
熱
、
ア
ン
ギ
チ
、
及
び
溶
蓮
菌
精
製
毒
素
接
種
例
に
於
け
る
血
液
像
の
關
係
に
就
て

四
八
八

第五表 アンギナ患者16例 の病日と淋巴球培減と の關係(但 し數学は例数)

次
に
こ
の

一
六
例
に
於
け
る
本
細
胞
數
を
病
日
別
に
見
る
に
、
第
四
乃
至
第
五
病
日
増
加
を
呈
す
る

も

の
が
多

い
(第
四
表
)
。
又
第
二
病
日
平
均

一
・
一
%
に
減
少
し
、
第
五
乃
至
第
七
病
日
三
・
七
%
乃

至
四
.
一
%
迄

の
輕
度
の
増
加
が
認
め
ら
れ
、
第
八
病
日
以
後
は
三
%
乃
至
二
%
の
間
に
止
る
。

第
五
項

盤
基
性
嗜
好
細
胞

本
細
胞
は
發
病
初
期
梢

≧
減
少
し
第

三
病
旦
迄
に
謹
明
せ
ら
れ
牝
も
の
は
全
例
の
三
分
の

一
に
相
當

し
、
他
は
第
五
病
日
以
後

の
恢
復
期
に
謹
明
せ
ら
れ
牝
。
其

の
値
、
低
率
で

一
・○
%
以
下
の
も
の
多

く

一
・○
%
以
上
に
達
し
た
四
例
ご

雄
も

一
・四
%
に
止
る
。

次
に

一
六
例
に
於
け
る
本
細
胞
激
を
病
日
別
に
見
る
こ
、
第
二
及
び
第
三
病
日
著
明
に
減
少
し
、
特

に
第
二
病
日
平
均
○
.〇
二
%
を
示
し
牝
。
第
四
病
日
よ
り
は

次
第
に
増
加
し
、
第
七
病
日
最
高
に

達
せ
る
も
そ
の
率
は
○
.五
%
に
止
る
。
第
八
病
日
以
後
は
○
・三
%
乃
至
○
・
一
%

の
間
を
往
來
す
。

第
六
項

淋
巴
球

中
性
嗜
好
細
胞
の
初
期
増
加
を
見
る
に
反
し
て
本
細
胞
は
發
病
初
期
減
少
し
た

(第
五
表
)。
即
ち
最

も
著
明
に
減
少
し
た
も
の
第
二
病
日
五
例
(三

一
●
三
%
)、
第
三
病
日
八
例
(五
〇
・○
%
)
で
特
に
第

三
病
日
減
少
し
た
も
の
多
く
、
第
四
病
日
以
後
は
次
第
に
増
加
し
て
帳
復
期
増
加
を
認
む
。
而
し
て

淋
巴
球

の
一
〇
.°
%
以
下
に
減
少
し
た
も
の
二
例
(何
れ
も
第
二
病
日
七
・六
%
及
び
八
・四
%
に
減

少
)
、
二
〇
%
乃
至

二
〇
%
に
減
少
し
た
も
の
比
較
的
多
く
七
例
(四
三
・
二
%
)
を
認
め
た
。

次
に

一
六
例
に
於
け
る
本
細
胞
數
は
第
二
病
日
平
均
二
四
・
○
%
、
第
三
病
日
二
五
・九
%
で
減
少
を

示
し
、第
四
病
日
以
後
は
四
六
・二
%
乃
至
三

丁
四
%
の
間
を
往
來
す
。

第
七
項

大
軍
核
細
胞
及
び
移
行
型

ア
ン
ギ
ナ
に
は
本
細
胞

の
著
明
な
増
加
を
來
た
す
大
輩
核
細
胞
増
殖
性
ア
ン
ギ
ナ
が
あ
る
が
、
余
の

實
験
し
た
溶
連
菌
牲
ア
ン
ギ
ナ
血
液
像
中
の
本
細
胞
の
攣
花
は
本
症
の
全
経
過
を
通
じ
て
正
常

の
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園
に
止
り
、
其

の
最
高
値
こ
雖
も
二
・四
%
に
止
る
。

次
に

一
六
例
に
於
け
る
本
細
胞
數

を
病
日
別
に
見
ろ
に
二
・四
%
乃
至
○
・六
%

の
間
を
往
來
し
、
本
細
胞

の
消
長
霊
本
症
の
経
過
こ
の
間
に
特
別
の
關
係
を

見
出
し
得
す
。

第

八
項

プ
ラ
ス
マ
細
胞
及
び
チ

ュ
ル
ク
氏
刺
戟
型

本
細
胞
は
急
性
傅
染
性
疾
患
時
出
現
す
る
ご
云
は
れ
て
居
る
が
余

の
實
験
成
績
に
於
て

一
六
例
中

一
五
例
(九
三
・八
%
)
に
二
・○
%
以
下
に
護
明

せ
ら
れ
、

而
も
第
四
病
日
九
例
(五
六
・
三
%
)、
第
五
病
日

一
〇
例
(六
二
・五
%
)
に
出
現
し
て
こ
の
両
日
本
細
胞
の
出
現
最
も
著
明
で
あ
る
。

次
に

一
六
例
に
於
け
ろ
本
細
胞
數
は
全
経
過
を
通
じ
て
平
均

二
・
一
%
乃
至
○
・二
%
に
謹
明
せ
ら
れ
る
。

第

九
項

赤
血
球
及
び
血
色
素
量

余
の
實
験
成
績
に
於
て
赤
血
球
數
は
第
三
病
日
及
び
第
四
病
日
梢

≧
減
少
す
る
も
の
四
例
を
見
る
も
、其
他

の
も
の
は
全
経
過
を
通
じ
て
増
減
を
認
め
得
す
。

血
色
素
量
は
赤
血
球
數

の
増
減

に
準
じ
、
血
色
素
係
數
に
攣
化
を
見
す
。

第
四

章

総

括

以
上
の
成
績
を
総
括
す
る
に
余

の
實
験
し
た

一
六
例
の
溶
連
菌
性
ア
ン
ギ
ナ
血
液
像
に
於
て
は
第
三
病
日
迄
中
等
度
の
白
血
球
増
多
症
を
呈
し
、
同
時
に
輕

度

の
核
の
左
方
移
動
を
伴
ふ
中
性
嗜
好
細
胞

の
増
加
及
び
比
較
的
淋
巴
球
減
少
を
認
め
る
。
第
四
乃
至
第
五
病
日
體
温
の
下
降
ご

共
に
白
血
球
數
正
常

に

復

し
、
曾
加
し
た
中
性
嗜
好
細
胞

も
次
第
に
減
少
し
、
核
形
推
移
も
正
常
に
復
蹄
す
る
。
又
淋
巴
球
も
増
加
し
て
恢
復
期
増
加
に
向
ふ
。

デ
ー
レ
氏
封
入
小
體
は
第
三
病
日
最
も
著
明
に
、即
ち
全
例
の
二
五
・○
%
に
出
現
し
岩
波
等

の
無
疹
性
狸
紅
熱

の
成
績
に
勝
る
が
、第
六
病
日
以
後
消
失
す
。

エ
オ
ジ

ン
嗜
好
細
胞
は
狸
紅
熱

の
際
霊
同
様
發
病
當
初
減
少
す
る
も
の
多
く
、
初
期
よ
り
増
加

し
た
も
の
は

一
例
に
過
ぎ
な
い
。

第
三
乃
至
第
四
病
日
に
至

れ
ば
七
例

(四
三
.
八
%
)
に
エ
オ
ジ
ノ
フ
ィ
リ
ー
を
認
め
其

の
値
も
六
・四
%
乃
至
八
・
八
%
に
増
加
す
る
。
又
第
一
二

病
日
本
細
胞
の
二
次
的
増
加
を
認
め
た

二
例
が
あ
る
が
、
恢
復
期

の
二
次
的
増
加
は
第

二
次
増
加
に
比
し
て
増
加
率
輕
度
で
あ
る
。
余

の
實
験
成
績

の
エ
オ
ジ
ン
嗜
好
細
胞
の
清
長
を
狸
紅
熱
の
本

細
胞
の
攣
化
霊
比
較
す
る
に
溶
連
菌
性
ア
ン
ギ
ナ
の
場
合
は

ヱ
オ
ジ
ン
嗜
好
細
胞
の
増
加

す
る
も
の
少
い
。
且

エ
オ
ジ
ノ
フ
ィ
リ
ー
の
出
現
早

く
そ
の
値
低

率
、
且
そ
の
持
績
期
間
短

い
。
又
岩
波
等

の
無
疹
性
狸
紅
熱
の
際
本
細
胞
増
加
例
は
四
三
・
三
%
に
し
て
余

の
成
績

(四
三
・
八
%
)
ご
略

為
一
致

す
る
が
、
病

日
別
平
均
値
に
於
て
は
岩
波
等
の
成
績
に
劣
リ

ェ
オ
ジ
ノ
フ
ィ
リ
ー
を
認
め
ら
れ
す
。
Z
ae
ge
li
等
は
無
疹
性
狸
紅
熱
の
エ
オ
ジ
ノ
フ
ィ
リ
ー
を
謹
明

し
な

高
橋
=
狸
紅
熱
、
ア
ン
ギ
ナ
、
及
び
溶
連
菌
精
製
毒
素
接
種
例
に
於
け
る
血
液
像
の
關
係
に
就
て

四
八
九
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高
橋
=
狸
紅
熱
、
ア
ン
ギ
ナ
、
及
び
溶
連
菌
精
製
毒
素
接
種
例
に
於
け
る
血
液
像
の
關
係
に
就
て

四
九
〇

第六表 アンギナ患者16例 白血球百分率平均表

第七表 アンギナ患者16例 の白血球各細胞平均曲線

か
つ
た
結
果
、
狸
紅

熱

エ
オ
ジ
ノ
フ
ィ
リ

ー
は
皮
膚
發
疹
ご
關

係
あ
り
こ
云
ひ
、
岩

波
等
は
狸
紅
熱
無
疹

患
者

の
四
三
・
三
%

に
エ
オ
ジ
ノ
フ
ィ
リ

ー
を
護
明
し
て

Z
a

e
ge
li
の
説

に
反
封

し
た
。
余

の
溶
連
菌

性

ア
ン
ギ
ナ
血
液
像

に
於
て
は
全
例
の
四

三
・
八
%

に

エ
ォ
ジ

ノ
フ
ィ
リ
ー
を
謹
明

し
た
。
從

つ
て
余
は
エ
オ
ジ

ノ
フ
ィ
リ
ー
の
成
因
に
關
し
て
發
疹
ご
密
接
な
關
係
あ
り
ご
云
ふ
N

a
e
ge
li等

の
説
に
贅
同
し
難
く
、
溶
連
菌
の
産
生
す
る
毒

素
侵
入
に
因
つ
て
來
る
初
期

エ
オ
ジ
ン
嗜
好
細
胞
の
減
少
に
次
い
で
生
體
の
毒
素
に
封
す
る
防
禦
反
應

こ
し
て
エ
オ
ジ

ン
嗜
好
細
胞

の
増
加
を
來

す
も
の
で

は
な
い
か
こ
考

へ
る
。

鹽
基
性
嗜
好
細
胞
は
第
三
病

日
迄
梢

減
少
す
る
も
の
多
く
、
其
の
後
増
加
し
て
第

一
病
週

の
終
り
に
最
も
著
明
に
出
現
す
る
が

一
・
四
%
以
上
に
達
し
た
も

の

一
例
も
無
く
、
狸
紅
熱
の
際
の
本
細
胞
の
清
長
ご
略

≧
一
致
を
見
る
。
而
し
て
本
細
胞
は
正
常
に
於
て

一
・○
%
以
下
の
小
な
る
百
分
率
を
占
め
、
其

の
出

現
も
動
揺
あ
る
を
以
て
本
細
胞
の
輕
度

の
増
減
に
重
き
を
置
き
難
い
。

大
輩
核
細
胞
は
全
経
過
を
通
じ
て
正
常
の
範
園
に
あ
の
、
最
高
値
ご
錐
も
二
・四
%
に
止
り
、
本
症

の
経
過
霊
本
細
胞

の
清
長

こ
の
問
に
特
別
の
關
係
を
見
出
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し
難
い
。

プ
ラ
ス
マ
細
胞
の
出
現
最
も
著
明
の
も
の
第
四
病
日
九
例
(五
六
・三
%
)、
第
五
病
日

一
〇
例

(六
二
・五
%
)
で
其
の
値
何
れ
も
二
%
以
下
に
止
る
。

赤
血
球
及
び
血
色
素
量
に
は
特
別

の
攣
化
を
見
出
し
得
す
。

第

五

章

結

論

(
一
)
白
血
球
数
は
第
四
病
日
迄
八

一
・三
%
に
中
等
度

の
増
多
症
を
認
め
、
第
四
乃
至
第
五
病
日
正
常
に
蹄

る
。

(二
)
中
性
嗜
好
細
胞
、
鹽
基
性
嗜
好
細
胞
及
び
淋
巴
球
の
百
分
率
憂
化
は
傳
染
病
に
於
け
る
血
液
像
攣
化
の

一
般
原
則
に

一
致
す
る
。

(三
)
核
形
推
移
は
白
血
球
數

及
び
中
性
嗜
好
細
胞

の
攣
化
ミ
共
に
症
状

の
強
度
及
び
経
過

こ

一
致
す
る
。

(四
)デ
ー

レ
氏
封
入
小
艦
は
第
三
病
日
最
も
著
明
に
増
加
し
、
全
例
の
二
五
・○
%
に
出
現
し
て
第
六
病
日
以
後
消
失
す
る
。
其
の
出
現
率
は
中
性
嗜
好
細
胞

の
六
・○
%
乃
至
二
・○
%
に
相
當
す
る
。

、

(五
)
エ
オ
ジ
ン
嗜
好
細
胞
は
發
病
當
初
減
少
す
る
も
の
多
し
。
第
三
乃
至
第
四
病
日
全
例
の
四
三
・八
%
に
輕
度

の
エ
オ
ジ
ノ
フ
ィ
リ
ー
を
認
む
る
も
其
の
値

は
八
・八
%
乃
至
六
・
四
%
の
間
に
止
る
。
又
本
細
胞
の
帳
復
期
二
次
的
増
加
を
示
し
た
も
の

一
例
に
過
ぎ
な
い
。

(六
)
大
單
核
細
胞
及
び
移
行
型
は
全
経
過
を
通
じ
て
正
常

の
範
園
に
止
る
。

(七
)プ
ラ
ス
マ
細
胞
及
び
チ

ュ
ル
ク
氏
刺
戟
型
は
第
四
病
日
五
六
・
三
%
、
第
五
病
日
六
二
・
五
%
に
出
現
し
、
其

の
値
二
・○
%
以
下
に
止
る
。

(八
)
赤
血
球
及
び
血
色
素
量
に
特
別

の
攣
化
を
認
め
す
。

以
上
を
要
す
る
に
余
の
實
験

し
た
溶
連
菌
性
ア
ン
ギ
ナ
血
液
像
の
攣
化
に
於
て
全
例
の
二
五
・
○
%
に
デ
ー

レ
氏
封
入
小
膿
の
出
現
を
認
め
、
更
に
全
例
の
四

三
・八
%
に
輕
度
の
エ
オ
ジ
ノ
フ
ィ
リ
ー
を
謹
明
し
得
た
。
從

つ
て
溶
連
菌
性

ア
ン
ギ
ナ
こ
發
疹
を
件
は
ぬ
狸
紅
熱

の
血
液
像
に
於
て
は
其

の
攣
化
様
式
、
攣

化

の
程
度
及
び
経
過
全
く

一
致
す
る
。
又
溶
連
菌
性
ア
ン
ギ
ナ
血
液
像
攣
化
は
諸
家
報
告
及
び
余

の
實
験
し
た

定
型
的
狸
紅
熱
の
血
液
像
攣
花

に
比
し
攣
化

の
程
度
弱
く
、
且
攣
化
の
経
過
が
短
い
。

(第
二
編
終
り
)

嵩
橋
=
狸
紅
熱
、
ア
ン
ギ
ナ
、
及
び
溶
連
菌
精
製
毒
素
接
種
例
に
於
け
る
血
液
像
の
關
係
に
就
て

四
九

一



44

高
橋
=
狸
紅
熱
、

ア
ン
ギ
ナ
、
及
び
溶
連
菌
精
製
毒
素
接
種
例
に
於
け
る
血
液
像
の
關
係
に
就
て

四
九
二



45

高
橋
=
狸
紅
熱
、
ア
ン
ギ
ナ
、
及
び
溶
連
菌
精
製
毒
素
接
種
側
に
於
け
る
血
液
像
の
關
係
に
就
て

四
九
三



46

高
橋
=
狸
紅
熱
、
ア
ン
ギ
ナ
、
及
び
溶
連
菌
横
製
毒
素
接
種
例
に
於
け
る
血
液
像
の
關
係
に
就
て

四
九
四



47

高
橋
=
狸
紅
熱
、
ア
ン
ギ
ナ
、
及
び
溶
連
菌
精
製
毒
素
接
種
例
に
於
け
る
血
液
像
の
關
係
に
就
て

四
九
五


